
 

 
 

インスタグラム投稿中！！ 

日々の活動を掲載しています 

ぜひご覧ください★ 

フォローよろしくお願いします 
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 今年度、飛鳥晴山苑では新たに3名の利用者様をお迎えしました。 

歓迎会では、新しい利用者様の好きなもの、性格や趣味、タイプ等を

クイズ形式でご紹介し、みんなで笑いながら楽しみました！プレゼン

トでは就労継続支援B型事業で作ったクッキーを、前年度の新規利用

者様より手渡しして頂きました。最後に全体で記念撮影し、晴山苑の

新しい仲間を歓迎しました。 

 これから一緒にたくさんの思い出を作っていきましょう！ 

                       生活介護 渡辺  

はじめまして。４月より入職しました、

看護師の岩城(いわき)と申します。今まで

病院など医療の現場で働いていました。慣

れるまで時間がかかるかもしれませんが、

よろしくお願いいたします。 

 

 

ご挨拶 

新規利用者歓迎会 

 職員紹介 

 5月15日に母の日のイベントとして、フラワーアレンジメントを

行いました。ピンクや赤、青や白など色とりどりのお花をカップに

挿し、「小さなお花畑」を作りました。お花選びを楽しみ、カップ

に挿すことに苦戦しながらも、十人十色の作品ができました。皆さ

んの作ったお花を机いっぱいに並べて、写真撮影も行いました。満

面の笑みやキメ顔を見せてくれたり、照れてしまいカメラ目線をく

れない方もいましたが素敵な笑顔でした。毎年恒例になっています

が、ご家族からも喜びや感謝のお声をいただきました。ご家庭でお

花を飾って楽しんでいただけたようで、職員も嬉しく思います。今

後も季節を感じられる行事がたくさんありますので、お楽しみに！ 

                      生活介護 田村  

はじめまして。4月より入職しまし

た、看護師の沼野です。以前はずっと

病院での勤務をしていました。社会福

祉施設で働くのは初めてになります

が、これまで培った経験を活かし利用

者様、又支えているご家族様の支援に

一生懸命に努めていきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

就労・生活支援センター飛鳥晴山苑 

放課後等デイサービスさくら 

「短期入所」「日中一時

支援」の受付専用LINE

アカウントです。 

今年度より予約受付を

LINEで実施できるよう

になりました。 

詳細につきましては、皆

様に配布しておりますお

手紙をご確認ください。 

 

 

短期入所 

日中一時支援 

 母の日イベント 

 いよいよ夏本番を迎えますが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。毎日暑い日が続きますが、暑さ対策をしながら、この夏も乗りきってい

きたいと思います。先日は七夕の夏祭りを開催し、かき氷や縁日ゲームを楽しんでいただき和やかな雰囲気が広がりました。事前に準備した

短冊には思い思いの願い事がかかれ、夏祭りを彩りました。皆様の願いが叶うことを祈っております。 

 さてここ数年、集中豪雨や大型台風など様々な災害リスクが高まっています。先日、区の協力のもと、通所事業では「通所型福祉避難所説

明会」を実施しました。飛鳥晴山苑は、通所避難所に指定はされていますが、いつ、どこで、災害が起こるかはわかりません。特に食糧品は

利用者様それぞれ個別な事情もあるため、自助の観点から少なくとも3日分、できれば７日分のご用意をお願いしたいとお話しがありました。

自分自身や家族の身を守るために、日頃から備えを大切にしていきたいですね。  

 今年度より飛鳥だよりは3か月おきの発行となりました。よりホットな話題を提供できるような紙面づくりを行ってまいります。今後ともど

うぞよろしくお願いいたします。                                     

                                                       相談支援 飯野 

 皆様初めまして。晴山苑へ1年ぶりに復職し

た根本と申します。初めてではない方もいらっ

しゃるかと思いますが、今回紹介の場を頂きま

した。昨年までは就労移行支援事業所に従事

し、その経験を活かしながら皆様のサポートが

出来るよう日々精進してまいりますので、今後

ともよろしくお願いいたします。 



 私たち福祉サービス提供者は常に利用者の

立場に立ち、サービスの質の向上に努めてい

ます。苑へのご意見・ご要望等がありました

ら、どうぞ｢苦情受付担当｣もしくは｢第三者委

員｣にお気軽にご相談ください。 
○相談・お問い合わせ 

苦情受付担当者 飯野美穂 河野昭信 

             ０３－３９４０－９１８２ 

苦情解決責任者 竹腰昌央 ０３－３９４０－９１８１ 

第三者委員  熊倉 久美子０３－３９１８－３６０１ 

権利擁護センター「あんしん北」北区岸町1-6-17  

             ０３－３９０８－７２８０ 

 苦情受付・第三者委員 

発行元   社会福祉法人  晴山会 

就労・生活支援センター 飛鳥晴山苑 

東京都北区西ヶ原４ー５１ー1 

ＴＥＬ ０３ー３９４０ー９１８1 ＦＡＸ ０３ー３９４０ー９１８５ 

 暑さ厳しき折、皆様いかがお過ごしでしょうか。今年も猛暑が続く

季節となりましたので、体調を崩さず、安心して訓練に取り組んでい

だけるよう、利用者様やご家族様に体調管理などの面でご協力賜りま

すようお願い申し上げます。自立訓練では、7月現在10人で、それぞ

れの目標に向かって訓練活動を行っています。目的や目標が違ったと

しても、同じ時間を過ごすことで、悩みや話題の情報共有ができた

り、自分を見つめなおす機会にもなっています。1人では成し遂げら

れないことも一緒に取り組めば、目標に向かって頑張れると思いま

す。また、自立訓練では利用期限が決まっているので、卒業するまで

利用者様と共に職員一同、一歩一歩着実に歩んでいければと存じま

す。                    自立訓練 綱島 

当苑では「障害者虐待等防止マニュアル」

を整備し、その中には倫理綱領・行動指針等

を定め、虐待の発生の防止に努めています。

今後も「体制整備チェックリスト」を活用

し、ご利用者の皆様や地域の皆様の協力を得

ながら広く虐待防止体制作りを進めて参りま

す。 

『不適切支援』と思われる事象等、お気づ

きの点がありましたら、虐待防止責任者（小

関）までご連絡いただければ幸いです。 

「虐待防止体制」について 

 生活介護フロアのシークレット活動で

は、こどもの日イベントを実施しました。

特製の兜型の帽子を被り、バブルガンを

使って沢山のシャボン玉の雨と鯉のぼりの

背景をバックにポーズを取って頂き、にこ

やかな笑顔で写真を撮りました。降り注ぐ

シャボンを見て喜び、つついたり、割った

りして楽しまれている方や「はい、チー

ズ！」と声を掛けると満面の笑みでピース

をして楽しそうに笑う皆さんの笑顔がとて

も印象的でした。春の涼しく過ごしやすい

季節が過ぎ、すっかり夏の季節。日差しの

強い暑い日が続きますが、苑で過ごしやす

く快適で元気に楽しい時間を過ごしていた

だけるように計画していきたいと思いま

す。          生活介護 鈴木                    

 7月号では、日頃の活動をご紹介いたします。 

4月号では、創作活動をメインに紹介しました。現在も季節に合わせ

て創作活動に取り組んでいます。6月はあじさいの花びらを皆で貼り

付けて、綺麗な写真映えもする壁画が完成しました。 

創作以外にも「さかなつりゲーム」や「ボウリング」など、室内レク

も取り入れています。遊びを通して、得点を記入する係・お友達に

ボールを渡す係など自分から役割を決めて楽しんでいるお子さんもい

らっしゃいます。お散歩では、公園で遊んだり、花や池をのぞいて生

き物観察をして楽しんでいます。夏は猛暑が続いてしまうと外遊びも

控えなくてはいけないので悩ましい時期ですが、代わる楽しい活動を

考えていきたいと思います。 

                 放課後等デイサービス 久島 

 5月22日(木)に外部講師の方をお招きし、ギ

ターでの弾き語りとバルーンアートのパフォー

マンスを行っていただきました。始まるまで

「何ができるのかな？」「楽しみだねー！」と

わくわくしている様子でした♪講師の方が歌い

ながらバルーンを使って色々な形に変わってい

くのをじーっと見たり、一緒に歌いリズムに合

わせて手拍子をして身体を揺らしたり、とても

楽しまれているご様子でした。ディズニーの

キャラクターや今流行っているちいかわのキャ

ラクターのバルーンアートができあがると「す

ごいね！！」「可愛い！」など沢山お話されて

いました。さて、次回のシークレット活動はど

のようなことをやるのでしょうか…今から楽し

みですね！ 

              生活介護 町田  

 就労継続支援B型 

 

  こどもの日イベント 

令和７年１月から就労継続支援B型のお仕事のひとつとして実施し

ている利用者さんが召し上がるお昼の給食時に提供している「デザー

ト作り」を紹介したいと思います。 

基本的には、毎週金曜日に利用者さんと一緒に近隣のドラッグスト

アやスーパーに行って、翌週の材料を調達しています。この材料の買

い出しも利用者さんの楽しみとなっており、張り切って苑を出発して

います。現在利用者さんには、ぶどうやカルピスなど様々な味のゼ

リー、牛乳寒天を作ってもらっています。その他にもトッピングを

担っています。具体的には、材料の計量、鍋内のかきまぜ、電子計量

器でグラム数を量りながら提供する容器への移し入れなどを行ってい

ます。利用者さんの中には、作るのを楽しみにしていたり、昼食時に

「今日のデザート、私が作ったの」と得意気に話されている姿も見ら

れます。決められたグラム数を慎重に合わせながら真剣に取り組んで

いる利用者さんのデザート作りの光景を写真を通して感じていただけ

たらと思います。           就労継続支援B型  河野 

 自立訓練 

 シークレット活動 

  放課後等デイサービス 


